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長期使用された高クロム鋼配管溶接継手のクリープ損傷評価 

 

 

目  的 

超々臨界圧火力発電プラントの蒸気配管に使用されている高クロム鋼（9Cr
鋼）においては、長期使用による溶接継手の強度低下、蒸気リークの発生が懸

念されている。そこで、約12万時間使用された蒸気配管からサンプルを採取し、

クリープ損傷状態を評価した。 

 
 
主な成果 

クリープ破断試験の結果、供試材のクリープ強度は新材の平均的なクリープ

強度に近く、約 16 万時間の余寿命を有すると評価した。さらに、クリープ中断

試験を実施して、試験片の硬さやボイドの測定により、クリープ損傷の過程を

調査した。 
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図２ ボイド個数密度とクリープ損傷率の関係 
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図３ 硬さとクリープ損傷率の関係 
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図１ クリープ破断試験に基づく余寿命評価 


